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供できる。このため、汚染のリス

ク、製品損傷のリスク、停止時間

による損失リスクまで、すべての

リスクをゼロにできる。

　オイルフリーエアは、最終製品

や生産工程で空気品質が重視される

各業界で使用されている。その業界

とは、食品・飲料・加工・製薬・包

装・化学・石油化学・半導体・エレ

クトロニクス・自動車の塗装工程・

繊維など、数多いが、これらの業

界では、ごく少量のオイルでも混入

すると、生産停止や製品損傷が発生

するおそれがある。そんなリスクを

「ＺＲ ＶＳＤプラスシリーズ」は

解消している。

　工場において、多くのエネル

ギーを消費するコンプレッサ。そ

のエネルギー消費量は、工場全体

のエネルギー消費の10～12％に達

すると言われている。またコンプ

レッサのライフサイクルコストに

占める電気代は80％に及ぶ。

　このため、コンプレッサの省エ

ネは、工場の効率向上とＣＯ２排出

削減の二つにおいて、非常に大き

な意味を持つ。

　そんなコンプレッサの理想を目

指して研究開発に取り組み、コン

プレッサの課題を解決しているの

が、スウェーデンの産業機械メー

カであるアトラスコプコ社だ。

　アトラスコプコ社は、コンプ

レッサ、産業用機器、建設機械、

真空機器などを手掛ける産業機械

メーカだが、コンプレッサが売上

高の50％を占め、主力製品だ。

　主力工場をベルギーと中国に持

つが、インド、ブラジルなどの世

界各地にも生産拠点を持ち、グ

ローバル生産体制で世界各地の市

場で実績を上げている。

　そのアトラスコプコ社は現在、

世界を代表するコンプレッサメー

カーとして、省エネを実現するコ

ンプレッサの開発に取り組み、着

実に実績を上げている。

　中でも､「ＺＲ ＶＳＤプラスシ

リーズ」は、自社設計・自社製造

による最新鋭の省エネ・オイルフ

リーコンプレッサだが、化学工

業、鉄鋼、食品飲料、エレクトロ

ニクス、自動車、繊維業界など、

幅広い業界で採用されている。日

本でも花王が小田原工場で採用し

た。また2023年には、日本産業機

械工業会(産機工)の優秀製品賞を

受賞している。

　「ＺＲ ＶＳＤシリーズ」は、圧

縮部にオイルを使用していないた

め､「ＩＳＯ8573-1CLASS0」に準拠

した純度100％のクリーンエアを提

技術力と最適サービスで、コンプレッサの高効率運転を実現するアトラスコプコ社

オイルフリーコンプレッサ「ＺＲ ＶＳＤプラスシリーズ」は、2023年産機工優秀製品賞を受賞

　工場では様々な機器・装置が稼働しているが、その中でも多くのエネルギーを消費するのがコン

プレッサだ。この問題に取り組んできたコンプレッサメーカーがスウェーデンのアトラスコプコ社

だ。オイルフリーコンプレッサ「ＺＲ ＶＳＤプラスシリーズ」では、省エネを実現した。同時に

稼働率を向上するためのメンテナンスサービスも提供している。これらを組み合わせて活用すれ

ば、操業効率の向上を実現できる。システムからメンテナンスまで、アトラスコプコ社のコンプ

レッサへの一貫対応で、高効率運転が実現できる。

2023年産機工の
優秀製品賞を受賞

アトラスコプコ社の「ＺＲ ＶＳＤプラスシリーズ」
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　アトラスコプコ社では、オイル

フリーコンプレッサに伴うリスク

を完全に除去するため、ドイツの

権威ある検査機関であるＴÜＶに

オイルフリーコンプレッサとブロ

ワの検査を依頼。ＴÜＶでは、厳

格な試験手法により、様々な気

温、気圧条件で、すべてのオイ

ル組成物について、測定を実施し

た。その結果、吐出された空気か

らオイルはいっさい検出されない

ことが、確認された。

　アトラスコプコ社には、60年以

上に渡り、オイルフリーエア技術

とブロワ技術を開発してきた歴史

があるが、長年に渡る技術の蓄

積が、オイルフリーエアを求める

様々な業界に評価されている。

　一方「ＺＲ ＶＳＤプラスシリー

ズ」は、消費エネルギーを大幅な

削減を実現している。

　前述したように、コンプレッサ

のライフサイクルコストの80％以

上は、電気代(エネルギーコスト)

によるものと言われるが、アトラ

スコプコ社は長年、エネルギーコ

ストを削減するために、インバー

タ駆動(ＶＳＤ)の開発に取り組ん

できた。

　アトラスコプコ社のＶＳＤ技術

は、モータ回転数を自動制御する

ことで、空気需要にほぼ正確に対

応できるのが特徴だ。これによ

り、最大35％というエネルギー削

減が可能になる。コンプレッサの

ライフサイクルコストを平均22％

削減できるうえ、ＶＳＤでシステ

ム圧力を低下させることで、生産

工程全体のエネルギー消費量が大

幅に減少する。

　またコンプレッサの制御を行う

「Elektronikonユニットコント

ロールシステム」は、コンプレッ

サと空気処理装置の性能を様々な

条件下で最大限に発揮する。こ

のため、アトラスコプコ社のソ

リューションは、エネルギー効率

の改善、エネルギー消費の低減、

メンテナンス時間の短縮、そし

て、顧客とエアシステム全体にか

かる負担軽減など、大きなメリッ

トを提供する。

　また「Elektronikonユニッ

トコントロールシステム」と

「SMARTLINKサービス」で機械を

イーサネット経由で監視できる。

監視機能には、警告表示、コンプ

レッサシャットダウン、センサの

トレンド分析、メンテナンススケ

ジューリングが含まれ、稼働から

メンテナンスまで、適切な管理が

可能だ。

　さらに「Elektronikonユニット

コントロールシステム」を使う

と、需要の変動に関する２種類の

セットポイントを手動または自動

で切り替えて、エネルギー使用を

最適化し、低需要期間のコストを

低減できる。

　一方機械をイーサネットで監視

する「SMARTLINK」を活用すれば、

コンプレッサの稼働を常時最適化

できる。

　コンプレッサの効率の最適化に

は、コンプレッサの状態を把握す

ることが必要だが、それを実現す

るのが「SMARTLINK」だ。

　エネルギー効率についても、コ

ンプレッサ室の効率について、カ

スタマイズされたレポートを提供

できる。

　さらにすべての部品がスケ

ジュールに従って交換されるた

め、稼働時間が最大化して、早期

に警報を発し、故障と生産の損失

を防ぐことができる。

　またコンプレッサの稼働をコン

トロールする「Optimizer 4.0」

も、コンプレッサの稼働の効率化

に有効だ。

　「Optimizer4.0」は、コンプ

レッサを始動・停止して、余分な

圧縮空気を最小限に抑え、使いや

すいインタフェースから複数の圧

力幅を設定できるため、非生産時

間など、変化する状況に合わせ

て、コンプレッサ設備を最適にコ

ントロールできる。

　また「Optimizer4.0」を使う

と、ＶＳＤのエネルギー節約能力

をフルに実現でき、ＶＳＤを調整

することで、圧縮空気量が需要に

比例するため、必要以上に高い圧

力、過剰な無負荷運転、エネル

ギーコストの上昇を抑制できる。

同時に、自動的にシステム圧力を

調整して、フィルタ、配管、ドラ

イやなどが原因となる圧力損失を

補う。

　さらに熱エネルギー回収によ

り、圧縮空気の生成に利用され

たエネルギーは熱に変換され、

この熱の約90％以上が圧縮空気内

と潤滑油内に残り、放熱によって

排出される熱はごくわずかだ。同

時に、システムに供給されたエネ

ルギー源は、電力だけではなく、

コンプレッサの吸気に含まれる水

蒸気も利用される。これにより、

蒸気内の熱がコンプレッサのイン

タークーラとアフタークーラで凝

縮され、放出される。

　こうした高性能のコンプレッサ

を、アトラスコプコ社はメンテナン

スサービスとともに提供している。

　最も最先端のメンテナンス契約

に、すべてのメンテナンスと修理

をカバーする「総合保証プラン」

がある。24時間365日の監視とメ

ンテナンス、および顧客のコンプ

レッサーシステムの性能に関する

年次レビューと省エネや効率向上

のためのコンサルタントが含まれ

ている。

　適切なメンテナンスは、不測の

故障や生産停止のリスクを低減

し、結果的に運転コストを削減で

きる。アトラスコプコ社は、すべ

てのエアコンプレッサを対象に、

エネルギー効率の確認、保守、修

理、予備部品の供給といった、メ

ンテナンスプラントを提供する。

　アトラスコプコ社の専門スタッ

フに保守整備を依頼すれば、効率

的なメンテナンスが可能になる。

メンテナンスサービスには、予防

保全、予備部品の供給などが含ま

れるが、適切なメンテナンスは、

結果的に運転コストの低減を可能

にする。

　高品質のコンプレッサの提供か

ら、メンテナンスサービスまで、

アトラスコプコ社はワンストップ

で提供している。

システムからメンテナンスまで、
トータルサービスで高効率を実現


